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ＫＵＲＡＤＡＳＨＩ会員の皆様へ 
 

最近、「カーボンニュートラル」という言葉を見たり聞いたりすることが多くなりました。

これは、「二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量を全体としてゼロにすること」です。温

室効果ガスによる地球温暖化が、台風などによる異常気象の原因の一つとされることから、

異常気象発生の抑制のためにも、温室効果ガスの排出を減らし最後にはゼロにしようという

ものです。生活や生産活動において、排出を完全にゼロに抑えることは現実的に困難なため、

排出せざるを得なかった分については、同じ量を「吸収」または「除去」することで、排出

と吸収を差し引きし、全体として中立（ニュートラル）になることを目指します。 
 

国連機関が提唱する目標を達成するため、我が国を含む多くの国が「2050 年カーボンニ

ュートラル実現」を目標に、排出量削減などの取組を加速しています。今後、二酸化炭素を

人工的に吸収・除去する様々な新しい技術が開発されることと思います。 
 

しかし、水源を守り、災害を防止し、レクリェーションの場となり、生物多様性を保全し

つつ、二酸化炭素を吸収するという森林の重要性が失われることはないと考えます。 
 

「緑の募金」は、市民団体が行う森林への植樹などの活動を支援しています。2019 年に

は全国から寄せられた「緑の募金」で支援する活動により、全体で 251 万本の苗が植えられ

ました。これらの苗が無事に成長すれば、30 年後の 2049 年には立派な森林となり、「吸収」

により「カーボンニュートラル実現」に大きな役割を果たすことが期待されます。今後も、

カーボンニュートラル実現に貢献できるよう、皆様からの募金を有意義に活用していきます。

ご理解・ご協力を宜しくお願いします。 
 
 

 


